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薬学研究科 薬学専攻 博士課程

薬学研究科薬学専攻博士課程は、本学の立学の精神と、本研究科の人材養成目的である「薬学領域
における学術高度化に貢献でき、国民の健康維持・増進と医療の発展をより一層推進できる独創的
で創造的な高い研究力、新しい職能を開拓できる高度な専門性と技術・指導力を兼ね備えた薬学の
スペシャリストの養成」に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に博士（薬学）の学位を授与
します。

①薬学領域における学術の高度化に貢献するために、高度な専門的知識と技術を備え、科学的観点
　に立って事象の本質を洞察し、問題を発見・解決できる。さらに、医療に携わる研究者・薬剤師
　として、強い責任感と確固とした倫理観、判断力を身につけている。

②医療に携わる研究者・薬剤師として、国民の健康維持・増進に寄与し、新しい職能開拓・発展に
　貢献するために、独創的で創造的な臨床・薬学研究を立案、計画、実践し、新たな価値を創造で
　きる。

③薬学・医療の進歩に対応するために、生涯にわたって主体的、自律的に探求し、協働できると共
　に、次世代を担う人材の育成に貢献する指導力を身につけている。

薬学研究科研究科薬学専攻博士課程は、本研究科の教育理念・教育目標を理解し、6年制薬学部の教
育課程等における学修を通じて、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①人々の健康維持・増進に関わる薬学の基礎知識を身につけている。

②医療人に相応しい倫理観、人間性を備え、専修分野における専門性を磨くとともに、薬学を広い
　視野から考究する意思がある。

③大学院修了後も、薬学に関する幅広い知識と技能の涵養に努め、薬物療法の開発ならびに薬剤師
　の新たな職能の開拓・発展に貢献する意欲がある。

薬学研究科薬学専攻博士課程は、本研究科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を
身につけた人材を養成するため、コースワークとリサーチワークを適切に配置し、次のような方針
で教育課程を編成し、実施します。

①コースワークでは、先端的な専門知識を備え、科学的観点に立って事象の本質を洞察し、問題を
　発見・解決できる能力を身につけるため、専修分野ごとに関連する特論科目を配置する。授業科
　目の選定にあたっては、学生が自らの研究計画に基づいて適切な科目履修を行うことができるよ
　うに、指導教員が専門性や順次性を考慮して履修指導を行う。

②リサーチワークでは、主指導教員と副指導教員が協力して継続的、かつ個別的な研究指導を行う
　「特殊研究科目」により、先端的な専門知識と高度な技能を備え、独創的研究を企画・遂行でき
　る能力を養うとともに、研究成果を客観的に評価し、学術的な情報として発信できる能力を身に
　つける。

③少人数制で双方向性を担保した授業体制の下で、SGD(Small Group Discussion)や PBL(Problem 
　Based Learning) を積極的に取り入れ、医療現場における臨床研究の推進に必要なコミュニケー
　ション能力を養うとともに、強い責任感や確固とした倫理観を身につける。
　国内外の学術集会への参加により、研究者コミュニティーでの学術的な意見交換を通じて、進取
　の精神をもって新しい研究分野ならびに薬剤師の職能を開拓する能力を養う。

④成績評価方法と評価基準をシラバスに明示し、厳格な評価および単位認定を行う。
　特殊研究については、各年次に研究成果発表会を開催し、専修分野教員による助言を踏まえて、
　次年度の研究課題を策定する。
　学位論文については、薬学研究科博士課程の学位論文審査基準に則って、客観的な審査を行う。


